
スズ・シアター・ミュージアム「光の方舟」
撮影：木奥惠三

珠洲る

あなたとつくる、
珠洲の未来。

『Something Else is Possible ／なにか他にできる』
クレジット：エレン・エスコベード作「coatl」

［1980 年メキシコ国立自治大学文化センターに恒久設置］を参照
撮影 : 岡村喜知郎



奥能登国際芸術祭は、2017 年秋にスタートし、2021 年に 2 回目が開催され、そして 2023
年に 3 回目を迎えます。国内外のアーティストたちが里山里海の自然や伝統的な祭り、食
などの生活文化に触れ、肌で感じた奥能登・珠洲を彼らの視点から作品や空間に展開して
いくユニークな芸術祭です。市内全域をキャンパスに作品を展開しているので、アートを
道しるべに、珠洲の歴史や文化を体感しながら岬めぐり（市内一周）をすることができます。
アーティスト、市民、サポーターが協働でつくりあげる作品を通し、珠洲を訪れる方たち
との関係が生まれ、それが新たな原動力となり珠洲に活気をもたらしています。

最涯の芸術祭︑美術の最先端︒

塩田千春『時を運ぶ船』
©JASPAR,Tokyo,2023 and Chiharu Shiota
Photo: 岡村喜知郎

山本基『記憶への回廊』
Photo: 岡村喜知郎

アレクサンドル・コンスタンチーノフ『珠洲海道五十三次』アレクサンドル・コンスタンチーノフ『珠洲海道五十三次』
Photo: 岡村喜知郎

奥能登国際芸術祭 2023
主催：奥能登国際芸術祭実行委員会
実行委員長：泉谷満寿裕（珠洲市長）
総合ディレクター：北川フラム（アートディレクター）
特別協力：北國新聞社
後援：北陸放送／テレビ金沢／エフエム石川／ラジオかなざわ／
ラジオこまつ／ラジオななお

会期　2023 年 9月 2日　　 ‐ 10 月 22 日会場　石川県珠洲市全域（土） （日）



珠洲市について

石川県の能登半島の先端に位置し、昔から人々が守ってきた美しい
里山里海が広がる石川県珠洲市。
製塩業、珠洲焼、珪藻土七輪などの産業の他、各地域に伝わるお祭
りや、豊かな自然・農林水産業と深く結びついた神事などの伝統文
化が今も引き継がれています。
貴重な環境や文化などの地域資源を守りながら、芸術祭の開催や子
育て環境の充実、人材育成事業など、高齢者だけでなく若い世代も
活躍し、満足できるようなまちを目指し、その指針に基づいた施策
を進めています。

面積：247.20km²
人口：12,898 人
世帯数：5,883 世帯
（令和 5年 1月 31 日現在）

珠洲市

珠洲市は、2018 年 6月
に「SDGs未来都市」と
して選定されました。
「能登SDGsラボ」を開設
し、豊かな地域資源を活
用して皆が生涯活躍でき
るまちを目指しています。

美しく豊かな里山里海や
特徴ある伝統文化が評価
され、2011年に珠洲市を
含む４市５町に渡る「能
登の里山里海」が新潟県
佐渡市とともに日本で初
めて認定されました。

「能登里山里海 SDGs マ
イスタープログラム」を
開講するなど、大学と連
携した人材育成や起業喚
起の促進をおこなってい
ます。

GIAHS 世界農業遺産

大学連携
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SDGs 未来都市

スズ・シアター・ミュージアムは、かつての珠洲市立西部小学校の体育館を全面改修し、珠洲市内の家々
に眠っていた生活用具の数々を一堂に集め、アートの手法を用いて新たな命を吹き込み、他に類のない
「モノが自ら語りだす」劇場型歴史民俗博物館として、2021 年 9月に誕生しました。

珠洲のこれからを考える

スズ・シアター・ミュージアム「光の方舟」
撮影：木奥惠三



企業版ふるさと納税とは？（ 地 方 創 生 応 援 税 制 ）

寄附の対象事業となる、珠洲市が実施する地方創生プロジェクトは、「珠洲市まち・ひと・しごと創生推進事業」です

企業版ふるさと納税を活用した寄附のご検討を
よろしくお願いいたします。

珠洲市産業振興課　ふるさと納税係
〒927-1295　石川県珠洲市上戸町北方 1-6-2
TEL  0768-82-7775  /  FAX  0768-82-7802
E-mail  rousyou@city.suzu.lg.jp
URL  https://www.city.suzu.lg.jp/site/hurusato-nouzei/1212.html

企業のみなさまが、寄附を通じて地方公共団体の行う地
方創生の取組を応援した場合に、税制上の優遇措置が受
けられる制度です。

珠洲市では、「珠洲市まち・ひと・しごと創生推進計画」を策定し、持続可能な地域としての活力を
保つために「2040 年に人口１万人を目指す」という基本目標を定め、あらゆる側面から人口減少へ
の対策を実施しています。

企業と行政とが協力し、地域を元気にします
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10 万円～寄附できます

法人関係税が最大 9割軽減されます

詳しくはこちらの
QRコードから




